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論    文    の    要    旨 
 
 本論文は、大正２年（1913）に創刊された雑誌『第三帝国』で展開された思想運動を解明することを
通して、いわゆる大正デモクラシー期の歴史像を見直すことを課題とするもので、序章、終章をふくめ
て６章１７節からなる作品である。全体の視点は、茅原華山（1870~1952）を主盟として『第三帝国』
を発行した益進会に結集した青年たちと、それぞれの生活の場で同会の支部を結成し『第三帝国』の読
者となった地方青年たちの交流の具体相を、一つの「集団の思想史」として明らかにしていくことで課
題に応えていこうとするところにある。 
 序章「本研究の視点」では、まず、大正４年に挙行された益進会東北講演旅行の盛況ぶりを事例とし
て紹介したあと、雑誌『第三帝国』の成功は地方青年の熱烈な支持によるのではないかという著者の見
通しが述べられる。ついで、松尾尊兊氏によって本格的に開始され、最近では孫国鳳氏や福家崇弘氏に
よって進展した茅原華山や『第三帝国』に関する研究状況が批判的に検討され、三つの解決課題が提示
される。第一に、茅原が唱え益進会と雑誌の基調となった「益進主義」の思想を思考様式のレベルで定
位すること、第二に、益進会の思想集団としての存在形態と『第三帝国』のメディアとしての実態を明
らかにすること、そして第三に、言論と実践運動の内容を時代状況のなかで押さえ、同人（記者）と読
者（地方青年）の関連を解き明かすことである。そのために、『第三帝国』の誌面分析を中心としつつ
も、茅原や同人たちの残した史料をはじめ、支部や関係する個人、学校の史料等を可能な限り調査する
としている。 
 第一章「「益進主義」の思想形成」は、『第三帝国』の思想運動を牽引した茅原華山が『長野新聞』主
筆に就任した明治３４年（1901）から検討が開始される。茅原は同紙で記者と読者の協力を訴え、とり
わけ青年読者層に大きな期待を寄せ「社会進歩の機関車」となることを求めた。日清戦後のこの時期、
「平和的膨張」の「帝国主義」を奉じる茅原は、青年たちに実業と教育の調和、「個人」と「社会」の
相互補完を語りかけた。２年余の長野時代を経て、茅原は『万朝報』記者に転じ、日露戦後の同３８年、
同社海外通信員として約５年を欧米諸国で過ごすことになるが、そこで彼が目にしたのは「生活問題」
と「社会問題」であり、東西両文明の質的差異に関する理解に基づき「一等国」となった日本の針路の
模索が始まったことが指摘される。 
帰国後の茅原が唱えたのが「益進主義」であった。それは、ベルグソンやオイケンの「生の哲学」か
ら示唆を受け、「自我」に依拠することで近代文明によって理性と本能に引き裂かれた人間存在の回復
を求めるとともに、社会を一個の完体と見なす共同体観を根底に置き、自立的な個人の集合体としての
国家を捉えるというものであった。したがって、日露戦後社会における国家と個人の乖離や、人間存在
を脅かす「社会問題」の発生は批判の対象とされ、これらを人びとの欲望を善導する形で修復し、とり
わけ地方青年層の「自我」を生活の場から政治の世界へと拡充していくことで解決を促す思想として提
示されたという。 
第二章「「第三帝国」の創設」では、大正２年、茅原と石田友治（明治 14年生）、野村善兵衛（同 17
年生）、松本悟朗（同 19年生）、鈴木正吾（同 23年生）の地方出身の青年たちが益進会を結成し、雑誌
『第三帝国』を創刊する経緯が、主として心情的な面と教育環境の面から明らかにされる。彼らはひと
しく地元の中学校を中退又は卒業後上京する道を選んで聖学院神学校や哲学館、明治大学で学び、第一
次護憲運動に参加して政治参加の可能性に目覚めるとともに、雑誌メディアを通して社会を批評するこ
とで、読者や時代そのものを導くことに関心を抱くようになる。やがて茅原の主張した「益進主義」に
呼応して結集し、イプセンの史劇から着想を得て、明治以前の封建制、明治以後の官僚制に対する、第
三の「君民同治の新帝国」＝「第三帝国」を誌名とする雑誌を創刊したのである。 
こうして創刊された雑誌『第三帝国』は、益進会が一方的に意見を発信するメディアではなく、むし
ろ読者たちの意見を投書欄「戦闘曲」に掲載することで双方向的な交流の場になっていたことが、多く
の具体的な事例をもって解明されている。筆者はそれらを「投書」（321点）「交歓」（519点）「通信」
（174点）に分類するとともに投稿者の居住地別にグラフを作成して地域的特質を析出している。さら
に、投書内容を細分化し、学術・教育・思想に次いで生活、政治に関するものが多かったことを説いて
いる。最後に、このような投書の内容はさらなる投書の投稿という連鎖を生むとともに、新たな企画が
つくられていくという効果をもたらすものであったと指摘する。 
第三章「「第三帝国」の理論と実践」では、益進会同人が雑誌『第三帝国』の創刊と同時に開始した
政治運動、講演会活動や他紙誌との論争などが取り上げられる。具体的には、まず「新憲政擁護運動」
として展開された山本権兵衛内閣打倒を目指す運動のなかで減税や国防費の減額が主張されたほか、野
村や松本を中心に展開された「自我」論争、岩野泡鳴との間で行われた「二重生活」否定論争、大杉栄
との「新労働問題」論争などが分析される。そして、運動と論争の二面作戦としてのこれらの動向が、
青年読者の強い支持を受けて推進されたものであったという。 
次に、そうした青年読者の実相が、石田の出身地であった秋田県の横手、北浦、能代という三つの益
進会支部を事例に解明される。それによれば、三つの支部は地域性によってそれぞれ特質を有するもの
の、共通点として、メンバーは地元の中学校卒業程度の地域のインテリ層というべき者たちで、各地の
中心となる小都市で酒屋、呉服屋等を営む商店の若旦那、または教師や牧師などであった。 
本章の最後に、大正４年（1915）に実施された第 12回総選挙に茅原華山が立候補し、「模範選挙」
運動を展開するも大差で落選した経緯が取り上げられる。茅原の出馬は同人の石田や鈴木らに強く促さ
れ、青年読者たちからの要望を受ける形でなされたが、間もなく益進会そのものの分裂をもたらす契機
になったと述べられる。 
第四章「「第三帝国」の思想圏」では、はじめに、「模範選挙」の結果の「模範落選」が益進会の分裂
の契機ではあったが、従来指摘されてきたように、茅原の思想的転身のみをその理由とすべきではなく、
むしろ茅原と石田の間の運動方針をめぐる見解の相違、同誌が思いのほか利益を上げていたために発生
した利益配分をめぐる内紛がその要因になっていたことを理由とみている。このとき、これまで益進会
の活動を支えてきた青年読者の多くを失ってしまったことも痛手であった。『第三帝国』の廃刊後、茅
原は『洪水以後』を、石田は『新理想主義』をそれぞれ発刊するが、ともにかつての成功を再現するこ
とはできず、長続きしなかった。 
しかし、『第三帝国』で展開されたさまざまな思想は、同人たちのその後の活動のなかで新たな広が
りを見せることになった。そのような種々相のうち、野村における「自我」論の追求、金子洋文の「若
き農夫」像の発見と政治を志向する文学の模索、室伏高信の政治を制度や形式ではなく人間の生命や精
神の拡充と捉える「生命デモクラシー」論の主張などのなかに、『第三帝国』の引き受けた課題を発展
的に継承した姿を見いだすことができるという。 
終章「雑誌『第三帝国』の思想像」では、まず、『第三帝国』の廃刊と石田を中心とする復刊の経緯
が説明される。ついで、本論文全体の成果と課題がまとめられ、とくに成果として、益進会の結成と雑
誌『第三帝国』の創刊は、日露戦後の「生活問題」や「社会問題」などといった新しい課題とその政治
的解決に対して、政府による施策とは異質の「君民同治の新帝国」像を提示し、実生活に根ざした内な
る秩序の構築を目指す一種の精神的抵抗を示すもので、その点で鬱積した心情を抱く地方青年たちの共
感を呼んだのだと結論される。それは、いわゆる大正デモクラシーという概念のみでは掬いきれない、
矛盾に満ちたさまざまな欲望を含む同人と地方青年の声の共鳴が織りなす「帝国日本」のひとつの思想
像だったのである。 
 
審    査    の    要    旨 
 
 本論文は、吉野作造に先んじて「民本主義」という言葉を生みだした茅原華山を中心に結成された益
進会が発行した雑誌『第三帝国』の思想を、メディア史や社会史の手法を取り入れながらひとつの「集
団の思想史」として初めて描き出したきわめて意欲的な作品である。とりわけ、茅原の主張した「益進
主義」の思想形成過程を欧米外遊の意義とあわせて解明した点、読者として同誌を支えた地方青年の関
心の所在と実態を誌面分析と在地の史料に基づいて詳細に明らかにした点、「模範選挙」運動とその後
の同会の分裂、『第三帝国』の廃刊を関連づけて把握した点、そして、分裂後の思想圏の広がりについ
ても的確に捕捉した点など多くの成果を挙げたことは高く評価できる。考察の時期設定が日露戦後から
大正５年までに限定されているため、いわゆる大正デモクラシー全体を視野に入れた批判的検討には及
ばなかった点や、地方青年の事例調査が秋田県にほぼ限定されている点などについては、なお課題を残
していると言わざるをえないものの、雑誌メディアに依拠した「集団の思想史」として完成度の高い本
論文の研究史上の意義をいささかも減じるものではなく、実証性に富んだ思想史研究として学界に貢献
するところが大きいと考えられる。 
平成２５年１２月２４日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のも
と、本論文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。なお、学力の確認は、
著者が「人文社会科学研究科論文審査等実施細則」第 10 条（３）に該当することから免除し、審議の
結果、審査委員全員一致で合格と判定された。 
よって著者は、博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
 
